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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

中高一貫

教育校に

ふさわし

い教育課

程 の 検

討、授業

改善及び

学習指導

の充実を

図る。 

「授業で力がつい

た」と答える生徒の

割合：80％ 

中等部：85.7％ 

高校：75.6％ 

※中高あわせて 80.6％ 
Ｂ 

研修テーマと関連づけて考えたい。研

修テーマが授業改善であるならば、図

書・研修、進路課と校内の授業改善に

ついて方向性を共有したい。 

週５日以上家庭学習

に取り組む生徒の割

合：80％ 

中等部：69.3％ 

高校：68.6％ 

※中高あわせて 68.9％ 
Ｃ 

家庭学習に取り組んでいないという

生徒は少数であり、生徒自身が学習時

間の確保や学習の質の向上を考えら

れるようにしていきたい。 

校内演奏会、公開レ

ッスン等実施回数：

年間計 12回 

校内演奏会６回、課外授

業３回、卒業演奏会、計

10回 

公開レッスンはコロナ

のため中止 

Ｃ 

コロナ禍で中止となった学習活動の

代替えを計画することができなかっ

た。 

美術鑑賞、実技講習

会等 

実施回数：年間計 10

回 

美術鑑賞０回、実技講習

会７回実施。長期休校も

あり、目標 10 回以上を

達成できなかった。 

Ｃ 

コロナ禍の影響はあったものの、諦め

ずに開催できるものはすべてやりき

れたと思う。 

授業公開週間実施回

数：年間４回 

外部講師による講演

満足度：80％ 

十分満足、ある程度満足

を合わせて 97％に達し、

十分達成できた。今年度

は年３回の授業公開と

なったが、全職員による

参観回数も目標に達す

ることができた。 

Ｂ 

一層「ちゃんと見週間」などを充実さ

せて、質の高い授業実践に役立ててい

きたい。研修テーマに沿うものになっ

ていたのか、再度検討することが必要

である。 

アクティブ・ラーニ

ングの実施に取り組

む教員の割合：80％ 

89％まで達することが

でき、十分満足のいく結

果となった。アクティ

ブ・ラーニングが浸透し

ている結果であると考

える。 

Ａ 

形式だけでなく、内容の充実がさらに

求められている。「メディア・リテラ

シーの能力」の養成が大切だと思われ

る。生徒に育みたい力から、主体的・

対話的で深い学びに向かう授業とは

何かを共有し、６学年すべての授業で

共通して取り組んでいくものを構築

していくことが必要である。 

測定ツールで把握し

た学力に基づき授業

改善に取り組んだ教

員：80％ 

授業リサーチ、模試、学

調、授業アンケート等の

結果を分析し、授業改善

にと組んだ。 

Ｂ 

分析結果から授業や試験内容を工夫

した。生徒の学力分布と気質の変化に

対応しなければ、行き詰る可能性があ

る。 

「協調性、表現力、

忍耐力が身に付い

た」と答える生徒の

割合：80％ 

アンケート調査結

果:83.1％ 

当てはまる 42.0％ 

だいたい当てはまる

41.1％ 

Ａ 

アンケート結果から目標を達成した

が、「協調性」の面で各学年とも生徒

間のトラブルが発生している。本来の

目的を意識した指導を強化する必要

がある。 
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イ 

こころざ

しを育む

進路指導

の充実を

図る。 

講演、講義等の回

数：年間計 10回 

高校１年部：進路集会３

回、進路学習５回  高

校２年部：進路集会５回 

高校３年部：文理別集会

１回、進路講演会２回 

Ａ 

主に休校中臨時登校日、LHRを使い年

間計画通り進路集会・学習を進めるこ

とができた。清水南進路の話に加え、

河合塾、ベネッセなど外部講師による

講演を実施し、進路の意識を高めるこ

とができた。 

「自らの進路につい

てより深く考えるよ

うになった」と答え

る生徒の割合：80％ 

高校１年：82.1% 

高校２年：86.6% 

高校３年生：97% 
Ａ 

模擬試験の前に志望校についての調

べ学習をして進路を明確にした。担任

のきめ細かい面接を通して、また各教

科の指導を通して進路について真剣

に考える機会を多く提供した。学力が

意識と結びついていない。（課題） 

[中等部] 

学力到達度調査 評

価Ａ以上：30％以上

（中３） 

[高校] 

国公立大学合格者

数：25％ 

GTZ評価 S及び Aの生徒

の割合 27％。B1 を含め

ると 38 パーセント。３

月末まで待たないと最

終結果は、わからないが

現段階で、マーク模試の

結果から国公立に合格

できそうな生徒の割合

は 27.5％。 

Ａ 

補講日数が少ない状況で下の層への

指導を手厚くしたため中間層及び上

位層への指導が疎かになった。頻繁な

担任会を通して一人一人の生徒の進

路を丁寧に検証してきた結果が推薦

入試の結果で表れているが、例年同様

多くの課題がある。 

ウ 

効果的な

生 徒 指

導・保健

指導を推

進するこ

とで、規

範意識と

自己肯定

感 を 高

め、心身

ともに健

康な生徒

を育成す

る。 

「自ら進んであいさ

つをしている」と答

える生徒の割合：

80％ 

高校 78.6％、中等部

80.3％。高校が達成でき

なかった。年度当初より

あいさつをする生徒が

増加した。 

Ｃ 

あいさつ運動の成果は出ている。今後

も継続して行い、あいさつを徹底させ

る。 

教員参加による交通

安全街頭指導の実

施：年間 10回 

生徒課以外の先生方の

参加を得て、交通安全街

頭指導は、年間 10回実

施できた。 

Ａ 

自転車のマナーの改善が見られた。自

発的にルールを守る行動が取れるよ

う継続的に指導を行う。 

「信頼できる先生が

いる」と答える生徒

の割合：70％ 

「信頼できる先生がい

る」と答える生徒の割

合：中等部 75.0％、高

校 64.8％ 

Ｂ 

中等部において、「信頼できる先生が

いる」と答えた生徒の割合が特に高

い。 

「自分には良いとこ

ろがある」と答える

生徒の割合：70％ 

「自分には良いところ

がある」と答える生徒の

割合：中等部 63.7％、

高校 64.3％ 

Ｃ 

中高ともに自己肯定感が少し低くな

っているのが気になる。自己肯定感が

学業生活全般の達成度を引き上げて

いくことに繋がるので、改善方法を考

えたい。 

「相談室だより」発

行：年間５回 

生徒向け掲示板更

新：毎月１回 

「学校に相談できる

人がいる」と答える

生徒の割合：80％ 

相談室だより発行：年間

５回（見込み） 

生徒向け掲示板更新：毎

月１回以上 

Ａ 

計画通り実施でき、教育相談室のアピ

ールにもつながったと思われる。今後

も続けていきたい。 

中等部：80.7％ 

高校：70.8％ 

（全体 75.2％） Ｂ 

今年度は 6ポイント近く下落した。中

等部は目標を達成することができた。

コロナによる休校等で不安な気持ち

になる生徒が増えた半面、学校での相

談の機会が減少したことが原因と思
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われる。心配な生徒を早期に発見し、

積極的な声掛けを行うことと、教育相

談室の環境整備を行うことが急務で

ある。また、生徒同士が相談しあえる

雰囲気を作るため、ピアサポートなど

を積極的に取り入れ行きたい。 

「保健だより」の発

行：毎月１回 

４月から 12月までの８

ヵ月間に 12回発行し

た。毎月 1回以上発行で

きた。 

Ａ 

新型コロナウイルスに関する内容を

多く取り上げたが、中高養護教諭だけ

でなく管理職とも連携し、国等からの

通知にあわせて迅速に発行した。 

エ 

学 校 行

事、部活

動等の充

実 を 図

り、社会

性と自立

心を育成

する。 

部活動に一生懸命取

り組む生徒の割合：

80％以上 

高校 82.2％、中等部

86.4％。中・高ともに目

標を達成した。 
Ａ 

中・高連携し、コロナの対応をしなが

ら活動ができた。教員側の部活に対す

る認識を共有する必要がある。文化部

への転部が多く、調整が必要。 

部活動ガイドライン

の遵守および各部活

での毎月の活動計画

作成と、生徒・保護

者への周知 

各部活動がガイドライ

ンを遵守し、活動計画を

作成した。 Ｂ 

部活動ガイドラインをもとに毎月の

活動計画を作成した部活動が増えた

が、徹底はできなかった。活動計画は、

もう少し早めに生徒・保護者に周知す

る。 

海外研修で「充実し

ている」と答える生

徒の割合：90％以上 

海外交流行事実施：

１回以上 

コロナ禍で制限が多い

中、国内での活動となっ

た。変更が加わったこと

もあり事前学習での動

機づけは不十分な面も

あったが、満足度は比較

的高かった。 

Ｃ 

行き先は変更したが、研修旅行委員を

中心に事前研修に取り組めた。SDGｓ

の指針に基づいた目標の定義も、生徒

にはわかりにくかったかもしれない

が、積極的に学ぶ姿勢が見られた。国

内での国際交流の在り方をしっかり

考えていくべきだと思う。 

ボランティア活動・

社会貢献活動・奉仕

活動経験生徒：60％

以上 

高校 31.4％、中等部

31.5％。中・高ともに大

幅に達成できなかった

が、各部活動では、ボラ

ンティア活動を計画し、

実施ができた。 

Ｂ 

コロナの影響で外部でのボランティ

ア活動が厳しい状況であった。生徒の

視野を広げるためにも、地域の人たち

と交流するボランティア活動に参加

させたい。今後も継続させ、意識付け

を行っていく。 

「学校生活が充実し

ている」と答える生

徒の割合：70％ 

高校 75.8％、中等部

80.0％。中・高ともに目

標を達成できた。 
Ａ 

コロナ禍で行事がなくなってしまっ

たが、できる限りの工夫ができた。生

徒会活動や部活動を通して、学校生活

を充実させることができた。 

全校読書会の生徒充

実度：70％ 

図書館貸出数：4000

冊以上 

全校読書会の活動にし

っかり取り組んだ生

徒：84.8％ 

図書館貸出数：4000冊以

上 

朝読書実施（中等部は通

年、高校は朝読書週間年

4回実施） 

Ｂ 

全校読書会と朝読書を連携し、読書の

きっかけや機会の増加に繋げられた。

時間的制約があったが、学年を越えた

交流活動ができた。年度初めの一斉休

校の影響で合計の貸出実数は 4000冊

に届かなかったが、月平均を考えれ

ば、例年通り 4000冊以上となった。

高校生の貸出数を増やすことが課題

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ参加

者数：年間 1,600人 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽ：年間

500,000件 

参加者数（1回のみ）  

５９１人 

 

アクセス 

Ｂ 

コロナ禍であったが、一回開催できた

ことは意義があった。HP へのアクセ

ス数がコロナの影響で多くなってい

ると思う。今後は、HP 等で積極的に
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オ 

 

 

開かれた

学校づく

り、安

心・安全

の学校づ

くりを推

進する。 

：年間９６１,５６４件 学校を紹介することが必要になって

くると思う。オープンスクールの受付

が、体温を測ったり、住所を記入する

など大変混雑し時間がかかった。来年

度は受付する人員を増やす、体温を測

る機械の導入を考えたい。 

PTA 総会出席率：

50％以上 

学年保護者会の出席

率：50％以上 

ＰＴＡ総会出席率：コロ

ナの影響で役員のみ 

 

高校：８４％ 

中等部：８１％ 

中高共通：８２．５％ Ｂ 

PTA 総会は本部役員数名で開催とな

り、保護者の出席は無しとしたが、郵

送形式の委任状は 90％(中)95％の回

収率。保護者会は別の機会に行われた

が、本校への関心の高さが感じられ

た。PTA総会時に有意義な情報が得ら

れないと総会の出席率は今後上昇し

ない。「授業参観→総会→表現プチ発

表などのパフォーマンス→学年・クラ

ス懇談」の順にすれば総会にもついで

に参加してもらえるのではないか。 

実践的防災訓練実

施：年間３回 

地域防災訓練参加

率： 

中等部 75％、高校

45％ 

防災訓練年間1回実施 

（1月） 

地域防災訓練 

参加率：中 0％ 

 高 3.9％ 

Ｃ 

地域の防災訓練が中止や代表者のみ

となる地区が多かった。その分、学校

内での防災に関する取り組みを例年

以上に増やすなど、防災意識を高める

生徒への啓蒙は必要があると感じた。 

講話や研修等の取

組：月１回以上 

定期の職員会議や朝の

打ち合わせの時間を活

用してコンプライアン

スに関する短時間研修

や注意喚起を行った。 

Ｂ 

コロナ禍により、授業時間確保の優先

課題がある中、コンプライアンスに特

化した研修時間を確保することがで

きなかった。適時に注意喚起は行え

た。 

カ 

環 境 美

化、事務

業務の効

率化、働

き方改革

を含めた

業務改善

を行う。 

平常の清掃、学期初

めと終わりの清掃及

び全校清掃の徹底 

平常の清掃，学期初めと

終わりの全校清掃を実

施した。 
Ａ 

学期初めと終わりの日課によって、中

等部と高校の清掃時間がずれている

ことがあり、清掃監督がつけない場合

があった。清掃場所によって、清掃担

当 HRと監督者の割り振りに、より配

慮したい。 

予算執行等に関する

校内研修会の開催：

年１回 

５月の職員会議内で研

修会を１回実施 
Ａ 

適正な会計処理が行われた。「不適切

な会計処理の根絶」をテーマに事例を

交え研修会を実施。さらなる情報発信

を丁寧にしていきたい。 

夏季休暇の取得率：

100％ 

時間外勤務一ヶ月

45時間以上、年間

360時間以上の教職

員：０％ 

夏季休暇の取得率：

100％ 

時間外勤務一ヶ月 45時

間以上：14.9％ 

年間 360時間以上の教

職員：26.9％ 

Ｃ 

働き方改革を推進するために、特定の

部活動の運営改善と業務改善を進め

なければならない。休暇取得し易い職

場の雰囲気を引き続き醸成していく。 

職員会議における報

告の簡潔化と審議の

効率化による勤務時

間内での会議の終了 

職員会議は、資料の工夫

や各発言者等の協力に

より、ほぼ毎回予定時間

内に終了できた。 

Ｂ 

運営委員会を活性化させ職員会議へ 

繋げることが重要である。運営委員会

での審議を深めるために、各分掌と各

学年で課題の共有を図る必要がある。 

 


